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論文内容の要旨

〔目的〕

睡眠中の動物にわける単および多シナプス性脊髄反射についてはこれまでのところ多数の研究報告

がなされてわり， REM期には下降性の抑制作用によってこれらの反射が著しく減弱することが知ら

れている。人間の単シナプス性脊髄反射である H波の振巾も同様な機序により REM期に著明な減少

を示すことが Shimizu ら (1966) によって証明されている。しかしながら人間の多シナプス性脊髄反

射に関しては Batini ら (1964 ， 1965) は正常成人で覚醒期には存在しない Babinski反射(以下 B反射

と略記する)がNREM期には出現する場合があり，これがREM期になると著しく出現しにくくなる

と報告しているものの病的反射として B反射について覚醒および睡眠との関連において検討した研究

報告はこれまでのところなされていない。

また乳児期には生理的に存在しているとされている B反射が睡眠によってどのように変化するかに

ついては一定した知見はなく，とりわけ睡眠の NREM期， REM期を区別した報告はない口

本研究の目的は正常成人および乳幼児と中枢神経系障害例の B反射の睡眠中の変動を詳しく検討し，

殊に(l)REM期での B反射抑制は動物におけると同様に脊髄上位中枢からの下降性の抑制によるもの

であることを証明し， (2)この下降性抑制路の脊髄内径路を推定しようとした。さらに(3)乳幼児の覚醒

期にみられる B反射の加令に伴なう出現率の減少が覚醒期， NREM期および REM期において知何に

変化するかを明らかにレょうとした。

〔方法ならびに成績〕

正常成人15名， 1 剖検例を含めた成人脊髄障害例15名，同じく 1 剖検を含む成人脳損傷例 7 名およ
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び正常乳幼児55例の覚醒期および終夜睡眠中の B反射を検討した。このうちの正常成人 2 名と中枢神

経系障害例 5 名では覚醒期と終夜睡眠中の下腿三頭筋から導出した H反射を観察し，さらに同じ中枢

神経系障害例のうちの 2 例では下腿三頭筋ならびに前腔骨筋よりの H反射をも観察，記録した。

その結果， (1)覚醒期には B反射は正常成人には認められず，大部分の中枢神経系障害例では出現し

た。 (2)NREM期には正常成人の47% および殆んど大部分の中枢神経系障害例に B反射を認めた。 (3)

REM期には 1 例を除く正常成人の全例および中枢神経系障害例のうち下記の症例を除いて B反射は

消失した。この現象は REM期における B反射の抑制が覚醒期に働いているものとは異なる径路によ

ってもたらされることを示している。 (4)脊髄のほぼ完全な横断損傷例および側索の大部分と前索の領

域が損傷されていると考えられる前脊髄動脈症候群例では覚醒期， NREM期と同様に REM期にも B

反射が出現した二この成績と臨床症状から推定して側索後半部にほぼ限局した損傷を有すると考えら

れる症例においては REM期に B反射が消失したことから推察すると REM期における B反射の抑

制は脊髄の側索の前半部と前索を下降する径路によってもたらされると推察される。 (5)正常成人およ

び脊髄部分損傷例では覚醒期と NREM期に H反射が誘発されREM期には消失したが，脊髄のほぼ完

全な横断損傷例と前脊髄動脈症候群例においては REM期にも覚醒期， NREM期とほぼ同様にH反射の

出現を認めた。即ち B反射がREM期にも出現した症例ではすべて H反射も REM期に認められたこと

から B反射と H反射は同じ径路によって抑制されると推定した。 (6)乳幼児では加令と共に覚醒期およ

び睡眠中の B反射出現率は低下したが この低下は覚醒期において最も早期から認められ， REM期

がこれに次ぎ， NREM期では覚醒期には全く B反射がみられない 3~6 歳児群にも 56% に出現した。

〔総括〕

正常成人の REM期には覚醒期とは異なる脊髄の上位中枢からの下降性の B反射抑制機構が作用し，

その下降路は脊髄側索前半部および前索を通ると推定した。

乳幼児では B反射の出現率は加令と共に減少し，その減少のしかたが覚醒期， NREM期， REM 期

で夫々異っていることを明らかにした。

論文の審査結果の要旨

脊髄反射の睡眠による変動は，動物ではよく研究されているが，ヒトでは成績が少ない。

本研究は健康成人，中枢神経系障害例および健康乳幼児の覚醒期， NREM期， REM期の Babinski

反射を検べたものである。

成人の NREM期には覚醒期に作用している下行性の抑制が減弱した結果，健康成人でも Babinski

反射の出現がみられることがあり， REM期には，これとは別の抑制機構が作用して Babinski反射は

出現しなくなる。

本研究はこれらの知見を確認するとともに，乳幼児の発達に伴なう Babinski反射出現頻度の変化

から，この点をよりくわしく解明し，さらにこの REM期での抑制路は，脊髄の前索および側索の前
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半部を下行することを，中枢神経系障害例の成績から見出しており，この方面の知見を一歩進めたも

のであり，高く評価し得る。
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